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6月
会会会会議議議議例例例例定定定定

8日～17日

６
月
１７
日
の
議
会
最
終
日
に
能
村
憲
治
議
長
が
辞
職
し
た
こ

と
に
伴
い
、
投
票
に
よ
る
選
挙
を
行
な
っ
た
結
果
、
新
議
長
に
北

川

進
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
石
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員
に
も
指
名
推
選
さ
れ
ま
し
た
。

北川進議長のプロフィール
議員活動歴 平成１５年４月初当選。現在２期。

広報対策特別委員長、産業建設常任委員会正副委員長、
総務常任委員会正副委員長、決算特別委員長、議会運営委員等を歴任。

家 族 妻と長女
住 ま い 向陽台在住
趣 味 読書、スポーツの観戦
信 条 何事にも誠心誠意努力する
好きな言葉・座右の銘 感謝の心

新
議
長
の
就
任
に
伴
い
、
各
委

員
会
の
人
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
委
員
長

議
会
運
営
委
員

藤井 良信議員

総
務
常
任
委
員
会
副
委
員
長

河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員

渡辺 旺議員

広
報
対
策
特
別
委
員
長

北川 悦子議員

北川進氏を選出
新議長に
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一般会計
補正予算
一般会計一般会計
補正予算補正予算
一般会計
補正予算

　保育園建設など

5億7,171万円を追加5億7,171万円を追加
　保育園建設など

5億7,171万円を追加
平成22年度

平成２３年４月１日開園予定平
成
２２
年
第
２
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
は
５
億
７
１
７
１
万
円
を
追
加
し
、

総
額
８０
億
６
３
７
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
各
保
育
所
の
民
設
民
営
に
よ
る
保
育
園
の
建
設
工
事
を
行

な
い
ま
す（
賛
成
多
数
）。
平
成
２１
・
２２
年
度
補
正
予
算
９
件
の
ほ
か
、
条
例
８
件
の
１７
件
を
審
議
し
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

以
下
、
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
（
５
ペ
ー
ジ
ま
で
）。

３保育園(民設民営)建設に４億５，８２７万円
【共通サービス】地域子育て支援センターを設置、マイ保育園登録事業、
病後児保育、0歳児からの保育、延長・一時・休日・障害児保育の実施

千千鳥鳥台台地地区区
1億5,034万円

事業者 （社福）泉の台保育園
定 員 120 人

大大根根布布地地区区
1億3,183万円

事業者 （社福）白帆会
定 員 90 人

ハハママナナスス地地区区
1億7,511万円

事業者 （社福）鶴が丘乳児保育園
定 員 140 人
その他の特別保育事業

夜間保育の実施

向陽台保育園耐震補強・
改修補助事業 3,000万円

園舎老朽化に伴い、耐震補強工事及び調理室な
どの改修工事を行なうための補助金

鶴が丘乳児保育園
病後児保育の補助事業 433万円

鶴が丘乳児保育園における、病後児保育事業
（体調不良児対応型）を実施するための補助事業

主な内容

うちなだ議会だより 第 102号 平成22年7月27日3



条条条条条条条条条条条条条条

例例例例例例例例例例例例例例

職
員
団
体
職
員
の
行
為
の
制
限
の
条
例

人
事
院
規
則
の
改
正
に
合
わ
せ
、
休
日
の
代
休
日
お

よ
び
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
追
加
す
る
改
正

（
全
員
賛
成
）

町
税
条
例

地
方
税
法
の
改
正
を
受
け
、
個
人
住
民
税
の
扶
養
控

除
の
廃
止
・
縮
小
に
伴
う
課
税
最
低
限
を
引
き
下
げ
な

い
た
め
と
、
た
ば
こ
税
の
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
改
正

（
全
員
賛
成
）

都
市
公
園
条
例

大
根
布
第
三
公
園
を
廃
止
し
、
代
替
地
と
し
て
大
根

布
保
育
所
の
敷
地
を
公
園
予
定
地
に
指
定
す
る
改
正

（
全
員
賛
成
）

企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
お
よ
び
基
準
に
関
す
る
条
例

雇
用
保
険
法
等
の
改
正
に
伴
う
改
正
（
全
員
賛
成
）

水
道
事
業
給
水
条
例

石
川
県
の
水
道
単
価
引
き
下
げ
を
見
据
え
、
水
道
料

金
を
引
き
下
げ
る
た
め
の
改
正

（
賛
成
多
数
）

火
災
予
防
条
例

個
室
型
店
舗
の
避
難
通
路
確
保
に
関
す
る
規
定
を
追

加
す
る
改
正

（
全
員
賛
成
）

武道館耐震診断・補強計画
作成業務 200万円

昭和５０年建築の内灘町武道館を耐震診断し補強
計画を作成する

宮坂学童保育クラブ
耐震化事業 1,302万円

宮坂学童保育クラブの設計管理委託業務と耐震
補強工事

緊急雇用対策事業 2,000万円
内灘町全域の動植物の種類・生息域などを調査
し、生物分布図を作成する委託料 1,000万円
現状の課題や実施等の管理・運営を含め自転車
シェアリングシステムの導入について調査する
委託料 1,000万円

緑台地区雨水排水路
断面調査検討業務 120万円

緑台１丁目付近の側溝集水区域の確認および排
水ルートを調査・検討する

北部地区周辺の開発等
検討業務 300万円

白帆台以北の大型商業施設予定地での開発事業
手法等の検討と、総合公園周辺における公共施
設整備計画の策定

総合公園駐車場進入路整備
工事 200万円

展望レストラン・サイクリングターミナル裏に
車両通行できる道路を整備する

宮坂学童保育クラブ

七夕のつどい
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人人人人人人人人人人人人人人
事事事事事事事事事事事事事事
案案案案案案案案案案案案案案
件件件件件件件件件件件件件件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

古
平

真
一

氏

（
新
任
・
白
帆
台
）
（
全
員
賛
成
）

人
権
擁
護
委
員

切
石
権
之
介

氏

（
再
任
・
緑
台
）

（
全
員
賛
成
）

粟
森

優
子

氏

（
再
任
・
ア
カ
シ
ア
）（
全
員
賛
成
）

選選選選選選選選選選選選選選

挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

選
挙
管
理
委
員

宮
本

澄
江

氏

（
再
任
・
室
）

竹
川
雄
二
郎

氏

（
再
任
・
鶴
ヶ
丘
）

齋
藤

政
代

氏

（
再
任
・
大
根
布
）

山
田

克
己

氏

（
新
任
・
旭
ヶ
丘
）

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

今
村

克
博

氏

（
鶴
ヶ
丘
）

丸
一

邦
彦

氏

（
大
根
布
）

夷
藤

芳
夫

氏

（
向
粟
崎
）

生
田
外
喜
枝

氏

（
白
帆
台
）

討
論
議
案
第
３４
号

保
育
園
建
設

関
連
予
算
に
つ
い
て

反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

公
立
保
育
所
を
存
続
せ
よ

北
川
悦
子
議
員

公
立
保
育
所
は
児
童
福
祉
法
の
保

育
実
施
義
務
を
果
た
す
最
も
基
本
的
な
施
設
だ
。
地
域

の
保
育
の
基
準
と
な
り
、
公
立
保
育
所
が
保
育
士
の
配

置
で
最
低
基
準
よ
り
上
乗
せ
を
し
た
場
合
に
は
、
私
立

保
育
所
に
も
助
成
す
る
根
拠
と
な
っ
て
き
た
。
公
立
保

育
所
の
果
た
す
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

く
る
。
地
域
に
根
ざ
す
公
立
保
育
所
の
存
続
を
願
い
反

対
す
る
。

賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

民
営
化
促
進
計
画
に
沿
っ
て
進
め
よ

生
田
勇
人
議
員

町
は
町
立
保
育
所
民
営
化
促
進
計

画
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
基
準
と
な
る
保
育
所
は

二
ケ
所
を
残
し
そ
れ
を
指
標
と
し
、
そ
の
保
育
所
で
も

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
得
ら
れ
る
よ
う
休
日
保
育
、
延
長

保
育
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。
残
す
べ
き
と
こ
ろ
は
残

し
、
計
画
に
沿
っ
て
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く

民
営
化
を
促
進
す
る
た
め
賛
同
を
お
願
い
す
る
。

内灘町上水道料金改定表
（税抜き）

改定料金

超 過 料 金
(1�につき）

改定率

６．３％

値下額

１０円

料金

１５０円

基 本 料 金
(１ヶ月につき）

改定率

１７．９％

１５．６％

１５．６％

０．０％

０．０％

０．０％

０．０％

０．０％

０．０％

０．０％

値下額

２００円

２００円

２００円

０円

０円

０円

０円

０円

０円

０円

料金

９２０円

１，０８０円

１，０８０円

４，０６０円

５，４８０円

９，３６０円

１３３，８３０円

１４９，３１０円

１６４，８３０円

３１９，９８０円

現行料金

超過料金
(１�につき）

料金

１６０円

超過水量

１１�以上

８０１�以上

９０１�以上

１００１�以上

２００１�以上

基本料金
(１ヶ月につき）

料金

１，１２０円

１，２８０円

１，２８０円

４，０６０円

５，４８０円

９，３６０円

１３３，８３０円

１４９，３１０円

１６４，８３０円

３１９，９８０円

水量

１０�

８００�

９００�

１，０００�

２，０００�

区分

口径

㎜

１３

２０

２５

３０

４０

５０

７５

１００

１２５

１５０水道メーター検針
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�

保険でより良い歯科医療の実現を求め
る意見書 （賛成１３人、反対１人）

◎提出議員 恩道 正博
◎賛成議員 藤井 良信 夷藤 満
◎趣 旨
歯や口腔を健康に保つことが、健康や療養の改善
に大きな役割を果たすことが実証されている。また
国民医療費節減にも効果があることが「８０２０運動」
によって実証されている。また、現行の歯科診療報
酬では、歯周治療や義歯治療が保険では十分にでき
ない。多くの国民は、歯科医療で保険の利く範囲の
拡大と自己負担の軽減を強く望んでいる。
１．患者の窓口負担を軽減すること。
２．患者が良質な歯科医療を保険で受けられるよ
うに制度を改善すること。

３．セラミック（陶歯）など、安全で普及してい
る歯科技術は速やかに保険導入すること。

採採
択択

■
継継
続続
審審
査査

国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
庫
負
担
の
見
直
し
・
増
額
を
求
め
る

１
回
目

（
継
続
に
賛
成
１２
人
、
反
対
２
人
）

◎
請
願
者

石
川
県
河
北
郡
内
灘
町
字
向
陽
台
２
丁
目
１
９
７
番
地

健
康
で
楽
し
く
暮
ら
そ
う
内
灘
の
会

代
表
世
話
人

西
村

昭

◎
紹
介
議
員

北
川

悦
子

◎
請
願
事
項

１.

国
民
健
康
保
険
へ
の
国
庫
負
担
を
１
９
８
４
年
以
前
の
「
か
か
っ
た
医
療
費
の

４５
％
」
に
戻
す
こ
と

２.

国
民
健
康
保
険
の
事
務
費
負
担
金
を
元
の
１０
／
１０
に
戻
す
こ
と

３.

国
民
健
康
保
険
料
軽
減
負
担
金
の
国
庫
補
助
を
元
の
１０
／
１０
に
戻
す
こ
と

討
論

国
民
健
康
保
険
に
国
庫
負
担
を
求
め
る

継継継継継継継継継継継継継継継継継継継継継継継継
続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続
にににににににににににににににににににににににに
賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

川
口
正
己
議
員

継
続
審
査
の
理
由
と
し
て
、
こ
の
請
願
書
で
は
１
９
８
４
年
ま
で
は

か
か
っ
た
医
療
費
の
４５
％
が
国
庫
負
担
だ
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
保
険
給
付
費
の
５０
％
と

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
か
か
っ
た
医
療
費
の
３８
・
５
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
と
あ
る
が
、

内
灘
町
の
場
合
は
約
４０
％
を
少
し
越
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
詳
細
な
審
査
を
す
る
必
要

が
あ
る
。

採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採
択択択択択択択択択択択択択択択択択択択択択択択択
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
べべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべ
きききききききききききききききききききききききき
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

北
川
悦
子
議
員

加
入
者
が
安
心
し
て
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
制
度
は
助
け
合
い

で
は
な
く
社
会
保
障
と
し
て
存
続
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
苦
し
く
な
っ
て
き

た
の
は
国
庫
負
担
の
引
き
下
げ
に
よ
る
こ
と
、
事
務
負
担
金
の
国
庫
補
助
を
削
減
し
て
き

た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。
国
の
責
任
で
皆
保
険
と
し
て
の
役
目
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。

内閣総理大臣、厚生労働
大臣、財務大臣、参議院
議長、衆議院議長

意見書を採択

あなたの請願

提出

提出先
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政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

町
（
国
）
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
国
・
県
・
町
政
に
反
映
さ
せ
る
方
法

の
一
つ
に
、
請
願
と
陳
情
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

請
願
を
提
出
す
る
場
合
に
は
紹
介
議
員
が
必
要
で
す
が
、
陳
情
の
場
合

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

請
願
や
陳
情
は
、
担
当
の
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
し
、
本
会
議
で
採
択

（
請
願
の
趣
旨
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
）
と
す
る
か
否
か
を
決
め
ま
す
。
採

択
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
議
会
の
意
見
書
と
し
て
国
や
県
、
関
係
機
関

等
に
送
付
し
ま
す
。

◇
請
願
・
陳
情
書
の
ゆ
く
え
◇

請
願
・
陳
情
書
の
提
出

←

議
長
が
受
理

←

本
会
議
で
常
任
委
員
会
に
付
託

←

常
任
委
員
会
に
よ
る
審
査

←

本
会
議
で
採
決

↓

不
採
択

↓

提
出
者
に
報
告

←

採

択

↓

提
出
者
に
報
告

←

本
会
議
で
意
見
書
審
査

←

国
等
へ
意
見
書
を
提
出

介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
な
基
盤
整
備
を
求
め
る

２
回
目

（
継
続
に
賛
成
１３
人
、
反
対
１
人
）

Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
推
進
路
線
の
見
直
し
を
求
め
、日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
推
進
に
反
対
す
る

３
回
目

（
継
続
に
賛
成
１３
人
、
反
対
１
人
）

■
不不
採採
択択

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
す
み
や
か
な
廃
止
を
国
に
要
望
す
る

（
採
択
に
賛
成
２
人
、
反
対
１１
人
）

討
論

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
要
望
す
る

反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

夷
藤
満
議
員

不
採
択
の
理
由
と
し
て
、
国
は
こ
の
制
度
の
廃
止
を
決
定
し
て
お
り
、

平
成
２５
年
度
か
ら
新
た
な
医
療
制
度
に
す
る
と
し
て
い
る
。
二
番
目
に
、
請
願
書
に
は
老

人
保
険
制
度
に
戻
す
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
制
度
は
超
高
齢
化
社
会
に
対
応
で
き
な
く

な
っ
た
制
度
で
、
戻
す
こ
と
は
国
民
に
今
以
上
の
混
乱
を
招
き
か
ね
な
い
。
三
番
目
に
、

窓
口
負
担
２
割
へ
の
引
き
上
げ
を
廃
止
す
る
と
あ
る
が
、
今
現
在
凍
結
さ
れ
て
い
る
。

賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

北
川
悦
子
議
員

今
も
こ
の
制
度
は
続
き
全
国
で
は
保
険
料
値
上
げ
が
出
て
い
る
。
平

成
２５
年
度
か
ら
新
し
い
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
進
ん
で
い
る
。

年
齢
も
６５
歳
か
ら
と
、年
齢
に
よ
り
ま
た
若
い
人
と
別
勘
定
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。全

て
国
保
加
入
と
し
、
こ
れ
以
上
負
担
を
強
い
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
即
廃
止
す
べ
き

だ
。

審査しました
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Ｑ

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
策
定
を
進
め

て
い
く
中
で
、
町
は
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
明
確
に
示
せ
。

Ａ

町
の
政
策
の
柱
と
し
て
住
民
参
加
と

情
報
公
開
を
進
め
て
き
た
。
い
か
に
し
て

住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
か
、
町
民
参

画
の
仕
組
み
を
条
例
に
よ
っ
て
制
度
化
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ

ポ
ッ
プ
サ
ー
カ
ス
の
交
通
安
全
の
対

策
を
示
せ
。

Ａ

津
幡
警
察
署
に
て
テ
レ
ビ
局
と
事
業

者
と
が
打
ち
合
わ
せ
を
行
な
い
、
多
方
向

か
ら
の
駐
車
場
へ
の
侵
入
進
行
ル
ー
ト
の

誘
導
看
板
設
置
な
ど
具
体
的
な
交
渉
を
し

て
い
る
。
町
と
し
て
も
万
全
を
期
し
た

い
。

Ｑ

夏
の
内
灘
海
岸
の
防
犯
対
策
は
ど
う

か
。

Ａ

今
年
は
例
年
よ
り
早
め
の
移
動
交
番

を
要
望
し
て
い
る
。
内
灘
海
水
浴
場
連
絡

会
に
は
ポ
ッ
プ
サ
ー
カ
ス
の
関
係
者
も
参

加
し
て
防
犯
対
策
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

Ｑ

災
害
時
の
避
難
誘
導
の
手
順
に
つ
い

て
問
う
。

Ａ

災
害
時
は
地
元
の
自
主
防
災
組
織
が

要
援
護
者
対
策
で
避
難
誘
導
す
る
。
消
防

本
部
と
消
防
団
は
災
害
の
対
応
が
終
息
し

た
ら
避
難
誘
導
に
入
る
。
今
後
も
住
民
サ

イ
ド
へ
の
初
期
非
難
誘
導
を
強
く
指
導
し

て
い
く
。

Ｑ

平
成
２１
年
度
の
国
保
会
計
は
２
億
円

を
超
え
る
赤
字
決
算
と
な
る
見
込
み
だ

が
、
将
来
的
に
赤
字
を
ど
う
解
消
し
て
い

く
の
か
。

Ａ

現
状
の
町
財
政
の
厳
し
さ
も
考
慮
に

入
れ
、
赤
字
解
消
に
向
け
て
町
議
会
、
国

保
運
営
協
議
会
、
県
と
慎
重
に
議
論
を
進

め
た
い
。

Ｑ

特
定
健
診
（
メ
タ
ボ
健
診
）
の
受
診

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

目
的
は
何
か
。

Ａ

２４
年
度
で
の
受
診
率
が
６５
％
未
満
の

市
町
は
、
国
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
支
援

金
の
最
大
１０
％
を
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
し
て

科
せ
ら
れ
る
た
め
、
受
診
率
ア
ッ
プ
に
つ

な
げ
る
た
め
。

Ｑ

緑
台
保
育
所
移
転
後
の
跡
地
利
用
は

ど
う
な
る
の
か
。

Ａ

地
元
町
会
か
ら
の
要
望
も
あ
る
が
、

町
全
体
の
土
地
利
用
の
な
か
で
跡
地
利
用

を
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ

今
年
度
、
体
育
施
設
利
用
料
の
見
直

し
を
す
る
が
、
総
合
体
育
館
２
階
に
設
置

す
る
ス
タ
ジ
オ
（
軽
運
動
室
）
の
利
用
料

は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ

体
育
施
設
の
利
用
料
は
、
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
見
直
し
を
検
討
し
て
い

く
。１０

月
か
ら
使
用
で
き
る
ス
タ
ジ
オ
の
利

用
料
は
早
急
に
決
め
て
い
き
た
い
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

開催中のポップサーカス

改修が進む総合体育館
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Ｑ

総
合
公
園
の
大
型
遊
具
を
含
め
、
公

園
等
の
遊
具
の
保
守
点
検
の
今
後
の
進
め

方
は
。

Ａ

小
学
校
・
保
育
所
・
公
園
等
の
遊
具

は
、
町
の
随
時
点
検
の
他
に
業
者
委
託
に

よ
り
年
に
３
回
行
っ
て
お
り
、
大
型
遊
具

は
、
施
工
業
者
が
３
年
間
点
検
を
行
な

う
。

Ｑ

中
高
年
齢
者
職
業
訓
練
奨
励
金
は
失

業
者
対
策
と
し
て
、
よ
り
一
層
重
要
だ
。

検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
若
年
層
へ

の
支
給
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

Ａ

年
齢
を
下
げ
る
こ
と
は
、
現
時
点
で

は
進
ん
で
い
な
い
が
、
早
急
に
検
討
し
た

い
。

Ｑ

一
般
家
庭
に
お
け
る
、
雨
水
浸
透
桝

の
設
置
状
況
や
Ｐ
Ｒ
は
進
ん
で
い
る
の

か
。

Ａ

浸
透
桝
４
件
・
貯
留
槽
３
件
・
浄
化

槽
転
用
２
件
で
計
９
件
の
設
置
が
あ
り
、

今
後
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

Ｑ
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の

策
定
委
員
会
に
は
、
な
ぜ
公
募
し
た
委
員

が
い
な
い
の
か
。
住
民
の
意
見
の
反
映
は

不
十
分
で
な
い
か
。

Ａ

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
意
見
が
反
映

さ
れ
る
た
め
公
募
は
行
な
わ
な
か
っ
た

が
、
今
後
公
募
を
検
討
す
る
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
つ
い
て

Ｑ
「
宮
坂
北
線
」
の
道
路
整
備
は
、
２０

年
後
に
整
備
す
る
の
か
。

Ａ

２０
年
後
を
見
据
え
た
都
市
計
画
の
観

点
か
ら
計
画
し
て
い
る
が
、
財
政
状
況
に

よ
り
、
今
後
見
直
し
等
も
出
て
く
る
。

Ｑ

放
水
路
以
北
の
住
宅
地
は
、
現
在
市

街
化
調
整
区
域
だ
が
下
水
道
も
十
分
に
整

備
さ
れ
て
い
る
。
市
街
化
区
域
に
編
入
す

る
よ
う
取
り
組
め
。

Ａ

昭
和
４５
年
に
金
沢
都
市
計
画
が
定
め

ら
れ
て
以
来
、
人
口
密
度
が
足
り
な
い
と

い
う
理
由
で
現
在
も
調
整
区
域
の
状
態
で

あ
る
。
引
き
続
き
編
入
に
向
け
て
、
整
備

手
法
を
考
え
、
地
元
や
北
部
促
進
協
議
会

と
調
整
し
進
め
た
い
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

Ｑ

町
内
公
共
施
設
で
は
、
省
エ
ネ
対
策

は
進
ん
で
い
る
の
か
。

Ａ

太
陽
光
発
電
の
導
入
な
ど
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
基
本
的
な
町
の
実
行
計
画
で

は
、
改
修
あ
る
い
は
施
設
設
備
の
更
新
時

な
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
省
エ
ネ
設
備
の

導
入
を
進
め
て
い
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

環
境
開
発
対
策
特
別
委
員
会

海族船サンセット号

サイクリングターミナルに設置されている燃料電池

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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南

現
在
、
霊
園
条
例
施
行

規
則
で
は
、
第
三
条
（
使
用

者
の
資
格
）「
申
請
の
日
ま

で
に
本
町
の
区
域
内
に
引
き

続
き
一
年
以
上
居
住
し
て
い

る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
定
め
て
い
る
が
町

長
の
認
識
は
。

町
長

昭
和
４９
年
に
霊
園
整

備
に
着
手
し
、
翌
年
度
使
用

者
の
募
集
を
し
た
際
に
、
区

画
の
使
用
を
希
望
す
る
人
が

非
常
に
多
か
っ
た
の
で
、
町

と
し
て
は
町
に
長
く
在
住
さ

れ
て
い
る
方
が
優
先
し
て
使

用
で
き
る
よ
う
配
慮
し
制
定

し
た
も
の
で
あ
る
。

南

申
請
者
に
お
い
て
、
明

ら
か
に
定
住
の
意
思
が
明
確

に
判
断
で
き
る
客
観
的
根
拠

が
あ
る
場
合
は
、
一
律
に
条

文
に
よ
る
「
一
年
以
上
の
居

住
実
績
」
の
条
件
に
固
着
し

た
判
断
は
、
昨
今
で
は
い
か

が
な
も
の
か
と
感
じ
る
。

そ
の
た
め
、
内
灘
町
霊
園

条
例
第
三
条
の
「
一
年
以

上
」
と
い
う
文
言
を
削
除
す

る
か
、
も
し
く
は
居
住
実
績

と
認
め
る
た
め
の
詳
細
な
緩

和
条
件
を
明
記
す
る
べ
き
。

町
長

単
に
使
用
者
の
資
格

制
限
の
条
文
を
廃
止
す
る
こ

と
は
、
一
日
だ
け
で
も
本
町

に
住
所
を
有
す
れ
ば
区
画
が

使
用
で
き
る
こ
と
と
な
り
、

霊
園
の
管
理
を
す
る
上
で
何

ら
か
の
対
策
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

８
回
の
拡
張
工
事
を
行

な
っ
た
結
果
、
現
在
は
使
用

権
の
設
定
さ
れ
て
い
な
い
区

画
が
約
百
区
画
あ
る
。「
一

年
以
上
の
居
住
制
限
」
は
、

廃
止
も
含
め
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

南

条
例
で
は
、
町
長
が
認

め
る
特
例
条
項
を
定
め
て
い

る
。町

長
と
担
当
窓
口
で
は
判

断
基
準
に
つ
い
て
、
共
通
認

識
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長

現
在
、
運
用
基
準
と

し
て
決
め
た
も
の
は
な
い
。

申
請
が
あ
っ
た
そ
の
都
度
、

事
情
を
考
慮
し
な
が
ら
決
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

全
般
に
つ
い
て見直

せ

南

条
例
制
定
以
来
、
幾
度

も
附
則
と
し
て
改
定
履
歴
が

明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

制
定
当
時
の
条
例
内
容
の
全

般
に
つ
い
て
、
そ
の
時
々
の

本
町
の
実
情
と
の
整
合
性
を

図
る
た
め
の
改
定
の
経
緯
で

あ
る
。

昨
今
で
は
核
家
族
化
な
ど

家
族
形
態
も
変
化
し
て
お
り
、

条
例
及
び
施
行
規
則
の
全
般

に
つ
い
て
検
討
す
る
時
期
に

あ
る
と
考
え
る
。

実
施
に
向
け
て検

討

町
長

霊
園
開
設
か
ら
３６
年

を
経
た
現
在
、
世
代
交
代
の

時
期
や
核
家
族
化
も
進
展
し
、

使
用
者
の
継
承
並
び
に
霊
園

等
の
返
還
等
に
つ
い
て
も
、

時
代
に
合
っ
た
霊
園
条
例
並

び
に
施
行
規
則
改
定
が
必
要

な
時
期
と
考
え
て
い
る
。

来
年
度
に
向
け
て
実
施
で

き
る
よ
う
に
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

内
灘
町
霊
園
条
例
を
改
定
せ
よ

廃
止
を
含
め
検
討
町
長

南 和彦 議員

平成２０年度の霊園拡張工事
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川
口

近
年
、
地
球
温
暖
化

な
ど
の
環
境
間
題
を
真
剣
に

と
ら
え
、
個
人
で
も
地
球
環

境
に
優
し
い
取
り
組
み
を
試

み
て
い
る
人
た
ち
が
増
え
て

い
る
。

一
般
家
庭
で
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
発
電
に

は
、
太
陽
光
の
ほ
か
に
小
型

風
力
発
電
な
ど
が
あ
る
。

「
風
の
町
」
内
灘
で
も
、
家

庭
用
小
型
風
力
発
電
に
助
成

す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長

白
山
市
な
ど
県
内
外

の
自
治
体
で
、
小
型
風
力
発

電
の
助
成
を
打
ち
出
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

環
境
影
響
調
査
な
ど
を
十

分
に
検
証
し
た
上
で
、
町
の

特
性
を
生
か
し
た
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
の
一
翼
を
担
う
方

策
と
し
て
、
小
型
風
力
発
電

に
対
す
る
国
の
補
助
事
業
な

ど
も
模
索
し
な
が
ら
、
支
援

策
を
検
討
し
た
い
。

遮
熱
塗
料
で

Ｃ
Ｏ
２

削
減

川
口

現
代
の
建
物
は
、
一

般
家
庭
、
会
社
な
ど
で
も
ガ

ラ
ス
面
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り

入
れ
、
室
内
で
も
太
陽
の
光

が
降
り
注
ぐ
構
造
に
な
っ
て

い
る
。

現
在
、
そ
の
ガ
ラ
ス
面
か

ら
の
熱
の
伝
導
を
防
ぐ
効
果

が
あ
る
遮
熱
塗
料
が
開
発
さ

れ
て
い
る
。

ガ
ラ
ス
面
を
多
用
し
た
温

水
プ
ー
ル
や
小
中
学
校
で
も

採
用
を
検
討
し
、
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
の
削
減
を
は
か
れ
。

削
減
効
果
が
期
待
で
き

調
査
・
検
討
す
る

教
育
次
長

遮
熱
・
保
温
効

果
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

冷
暖
房
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

削
減

効
果
と
燃
料
費
の
削
減
が
期

待
で
き
る
。

町
で
は
環
境
施
策
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、

遮
熱
塗
装
と
す
る
方
法
や
複

層
ガ
ラ
ス
に
取
り
か
え
る
方

法
な
ど
、
そ
の
費
用
や
耐
用

年
数
な
ど
を
総
合
的
に
調

査
・
検
討
し
て
い
く
。

川
口

公
共
料
金
の
公
平
な

徴
収
を
図
る
た
め
に
、
全
庁

横
断
的
な
総
合
収
納
対
策
室

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

税
務
部
長

一
段
と
厳
し
さ

を
増
す
税
並
び
に
料
金
の
収

納
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い

て
は
、
関
係
各
課
が
一
致
協

力
し
て
対
応
し
て
い
く
。

小型風力発電に助成せよ
補助事業を模索し支援策を検討 町長

遮
熱
塗
料
と
は
、
窓
ガ

ラ
ス
に
塗
装
す
る
だ
け

で
省
エ
ネ
効
果
が
あ
る

透
明
の
塗
料
。
夏
期
の

太
陽
熱
を
反
射
さ
せ
、

温
度
の
上
昇
を
防
ぎ
、

室
内
環
境
の
向
上
、
冷

房
費
の
節
約
に
役
立
つ
。 大根布地内に設置されている風力発電機器

拡大

温水プール屋上部

川口 正己 議員
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水
口

山
林
か
ら
間
伐
材
や

端
材
を
運
ん
で
こ
な
く
て
も
、

使
用
済
み
の
紙
お
む
つ
を
集

め
て
処
理
す
れ
ば
、
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
や
ボ
イ
ラ
ー
の

燃
料
に
再
利
用
で
き
る
シ
ス

テ
ム
が
開
発
さ
れ
た
。

紙
お
む
つ
か
ら
価
値
あ
る

燃
料
が
生
ま
れ
る
。

環
境
政
策
課
長

森
林
伐
採

に
よ
る
環
境
破
壊
を
防
上
す

る
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構

築
は
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

分
別
収
集
が
困
難
で
あ
っ

た
使
用
済
み
紙
お
む
つ
に
的

を
絞
っ
た
処
理
シ
ス
テ
ム
は
、

４
千
万
円
と
高
額
で
あ
る
。

先
進
事
例
を
十
分
に
調
査
、

検
証
し
、
広
域
で
の
設
置
も

含
め
検
討
し
た
い
。

水
口

人
事
異
動
で
部
長
が

４
人
か
ら
８
人
に
な
っ
た
。

行
財
政
改
革
と
の
兼
ね
合
い

は
ど
う
な
の
か
。

副
町
長

緊
急
課
題
を
取
り

組
む
ス
ピ
ー
ド
を
高
め
、
よ

り
機
能
性
の
高
い
体
制
づ
く

り
を
目
指
し
て
行
な
っ
た
。

水
口

管
理
職
手
当
や
給
与

面
な
ど
の
影
響
は
。

副
町
長

福
利
厚
生
費
を
含

め
て
４
名
分
で
約
２
０
０
万

円
の
増
額
に
な
っ
た
。

水
口

失
業
や
給
与
カ
ッ
ト

が
社
会
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。

役
場
だ
け
蚊
帳
の
外
で
、
住

民
の
共
感
は
得
ら
れ
る
か
。

副
町
長

人
事
評
価
制
度
の

見
直
し
か
ら
、
職
員
の
質
、

業
務
の
質
の
向
上
に
結
び
つ

け
て
、
町
民
の
期
待
に
応
え

る
。

水
口

６
月
２３
日
か
ら
２９
日

は
、
男
女
共
同
参
画
週
間
。

今
後
の
取
り
組
み
は
。

生
涯
学
習
課
長

地
道
だ
が
、

多
様
な
取
り
組
み
を
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

水
口

第
２
回
女
性
議
会
の

開
催
見
通
し
に
つ
い
て
。

町
長

町
民
の
要
望
に
こ
た

え
る
形
で
実
施
し
た
い
。

水
口

多
文
化
共
生
の
時
代
。

自
前
の
日
本
語
講
師
を
養
成

す
る
た
め
講
座
を
開
催
せ
よ
。

町
長

国
際
化
事
業
の
一
環

と
し
て
、
支
援
方
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
。

ニ
セ
ア
カ
シ
ア
を

増
や
せ

水
口

内
灘
町
は
ニ
セ
ア
カ

シ
ア
に
助
け
ら
れ
て
き
た
町
。

子
供
た
ち
が
虫
や
鳥
の
観

察
が
で
き
る
環
境
を
残
し
て

い
く
た
め
に
、
遊
歩
道
を
歩

く
方
た
ち
に
、
ニ
セ
ア
カ
シ

ア
の
苗
木
を
植
え
て
も
ら
い
、

散
歩
に
出
る
と
き
は
ボ
ト
ル

に
水
を
持
参
し
て
や
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
ど
う
か
。
公
園

の
ア
ダ
プ
ト
（
里
親
）
制
度

と
同
じ
考
え
方
だ
。

植
樹
に

努
め
て
い
き
た
い

町
長

ニ
セ
ア
カ
シ
ア
は
町

の
発
展
を
支
え
見
つ
め
て
き

た
。
昭
和
２０
年
か
ら
３０
年
代

に
大
規
模
な
植
林
が
行
な
わ

れ
、
飛
砂
の
被
害
も
軽
減
さ

れ
、
砂
丘
の
農
地
化
と
宅
地

開
発
の
礎
と
な
っ
た
。

町
民
か
ら
愛
さ
れ
親
し
ま

れ
、
町
を
象
徴
す
る
木
と

な
っ
て
い
る
。
植
樹
に
努
め

良
好
な
林
を
保
存
し
て
い
き

た
い
。

紙おむつのリサイクルシステムを
先進事例を十分に調査 環境政策課長

多
文
化
共
生
と
は
、
外

国
籍
の
人
な
ど
も
同
じ

地
域
の
構
成
員
と
し
て

お
互
い
に
認
め
合
い
、

と
も
に
地
域
づ
く
り
を

し
よ
う
と
い
う
考
え
方
。

水口 裕子 議員

アカシアロマンチック祭
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藤
井

若
者
を
取
り
巻
く
環

境
は
ま
さ
に
危
機
的
状
況
で

あ
る
が
町
の
認
識
を
問
う
。

町
民
福
祉
部
長

若
い
世
代

の
環
境
は
就
職
氷
河
期
、
非

正
規
雇
用
、
低
収
入
な
ど
大

変
厳
し
い
と
認
識
す
る
。

藤
井

少
子
高
齢
化
時
代
、

若
者
の
た
め
町
で
は
ど
の
よ

う
な
支
援
制
度
が
あ
る
か
。

町
民
福
祉
部
長

国
や
県
レ

ベ
ル
の
対
応
が
急
が
れ
る
。

町
で
は
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
の
設
置
が
あ
る
。

藤
井

若
者
の
ニ
ー
ト
や
ひ

き
こ
も
り
に
つ
い
て
、
町
の

現
状
は
ど
う
か
。

町
民
福
祉
部
長

実
態
は
把

握
し
て
い
な
い
が
、
家
に
閉

じ
こ
も
り
社
会
に
目
を
向
け

な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

藤
井

ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー

ト
な
ど
、
現
代
の
若
者
の
就

労
問
題
は
、
も
は
や
福
祉
の

領
域
に
入
っ
て
き
た
。

中
高
生
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
社
会
に
希
望
が
持
て
な

い
、
成
功
し
て
も
報
わ
れ
な

い
、
成
功
す
る
よ
り
好
き
な

こ
と
を
し
て
暮
ら
し
た
い
と

の
内
向
き
な
保
守
化
が
進
ん

で
い
る
。

町
の
施
策
を
問
う
。

町
民
福
祉
部
長

平
成
２２
年

３
月
に
策
定
し
た
内
灘
町
次

世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計

画
（
後
期
）
の
中
で
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
を
目
指
し
て

い
る
。

今
後
、
子
供
や
そ
の
家
族

に
か
か
わ
っ
て
い
る
関
係
者

が
継
続
し
て
見
守
る
実
務
者

会
議
を
立
ち
上
げ
、
関
係
機

関
の
連
携
強
化
を
図
る
。

藤
井

小
中
学
校
で
の
ス

ク
ー
ル
カ
ー
ス
ト
が
い
じ
め

へ
の
危
険
性
を
抱
え
込
ん
で

い
る
。

「
い
じ
ら
れ
キ
ャ
ラ
」
に

つ
い
て
町
の
実
態
を
問
う
。

教
育
次
長
「
い
じ
ら
れ
キ
ャ

ラ
」
が
い
じ
め
に
発
展
す
る

と
懸
念
さ
れ
る
が
町
で
は
幸

い
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

藤
井

町
民
の
声
を
聞
く
た

め
の
町
職
員
に
よ
る
、
地
域

元
気
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
隊

が
組
織
さ
れ
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

行

政
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
中
で

は
、
今
す
ぐ
新
た
な
専
属
部

署
の
設
置
は
難
し
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ

町
の
役
割
は

藤
井

中
国
旅
順
口
区
初
訪

問
の
成
果
と
今
後
の
課
題
か

ら
、
町
は
今
、
国
際
社
会
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
沿
っ
て
極

め
て
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

立
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
町

行
政
の
役
割
を
聞
く
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
を
図
る

町
長

今
回
の
訪
問
は
答
礼

に
加
え
、
旅
順
口
区
と
の
現

状
理
解
を
深
め
、
友
好
関
係

を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
す
る

よ
う
実
施
し
た
。

国
際
社
会
に
お
け
る
価
値

観
な
ど
認
識
を
深
め
合
い
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
創
造
に
つ

な
げ
る
。

若
者
危
機
か
ら
の
脱
却
を
問
う

実
務
者
会
議
を
立
ち
上
げ
る

町
民
福
祉
部
長

ス
ク
ー
ル
カ
ー
ス
ト
と

は
、
自
分
の
言
葉
が
通

じ
る
仲
間
と
し
か
付
き

合
わ
な
い
学
校
内
身
分

制
度
。
い
じ
め
へ
の
温

床
と
し
て
心
配
さ
れ
る
。

旅順開発区の全体模型を見学

藤井 良信 議員
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清
水

町
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ほ
の
ぼ
の
湯
」
の
耐
震
性

は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

利
用
者
数
は
、
昨
年
度
も

２２
万
２
６
７
９
人
と
多
く
の

町
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

利
用
者
の
安
全
・
安
心
を

確
保
し
て
、
よ
り
一
層
の
町

民
福
祉
の
向
上
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
何
よ
り
も

優
先
し
て
改
築
す
べ
き
だ
。

町
長

今
ど
の
場
所
で
の
建

設
が
ベ
ス
ト
か
検
討
し
て
い

る
。
財
政
的
に
大
変
厳
し
い

の
で
、
補
助
事
業
ま
た
は
起

債
事
業
で
対
応
で
き
な
い
か

現
在
検
討
中
だ
。

今
年
度
中
に
そ
の
方
針
を

決
定
し
、
早
い
時
期
に
建
設

し
た
い
。

清
水

住
民
の
安
全
・
安
心

を
は
か
る
上
で
、
緊
急
を
要

す
る
も
の
は
基
金
の
条
例
改

定
を
含
め
て
進
め
て
い
く
べ

き
だ
。

町
長

基
金
は
大
事
で
あ
り
、

補
助
事
業
や
起
債
事
業
が
充

て
ら
れ
る
な
ら
充
て
た
上
で

対
応
し
た
い
。

清
水

福
祉
セ
ン
タ
ー
が
、

本
館
部
分
を
使
用
停
止
し
て

１
年
が
過
ぎ
た
。
１２
年
の
春
、

ホ
テ
ル
開
業
は
間
に
合
う
か
。

町
長

市
街
化
調
整
区
域
で

あ
り
、
民
間
業
者
の
建
設
に

は
条
件
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

清
水

そ
れ
な
ら
ば
開
業
は

い
つ
に
な
る
か
。

町
長

県
と
の
協
議
が
長
引

い
て
い
る
。
４
年
後
の
新
幹

線
に
間
に
合
わ
さ
な
け
れ
ば

と
の
思
い
は
あ
る
。

法
定
協
議
会
を

設
置
せ
よ

清
水

北
陸
鉄
道
の
鉄
道
事

業
が
「
維
持
が
厳
し
い
」
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
各
地
域

で
公
共
の
足
を
確
保
す
る
こ

と
が
自
治
体
の
重
要
な
課
題

だ
。地

域
公
共
交
通
活
性
化
再

生
法
が
制
定
さ
れ
、
法
定
協

議
会
の
設
置
に
よ
り
、
国
が

補
助
を
行
な
い
支
援
す
る
仕

組
み
が
導
入
さ
れ
た
。
町
の

見
解
は
。

支
援
策
を検

討
す
る

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

県

都
金
沢
市
と
当
町
を
結
ぶ
北

鉄
浅
野
川
線
は
、
町
民
の
足

と
し
て
大
切
な
公
共
交
通
だ
。

乗
客
数
の
減
少
で
年
々
赤

字
が
増
え
て
い
る
。
全
国
の

地
方
鉄
道
の
状
況
か
ら
も
北

鉄
単
独
で
の
経
営
改
善
は
難

し
い
。
存
続
の
た
め
の
支
援

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

清
水

法
定
協
議
会
の
設
置

を
強
力
に
推
進
し
て
、
他
の

市
町
へ
の
働
き
か
け
が
必
要

だ
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

北

鉄
が
主
体
と
な
り
取
り
組
む

問
題
で
あ
り
、
北
鉄
が
主
体

の
任
意
協
議
会
で
検
討
中
だ
。

清
水

民
間
会
社
と
し
て
の

努
力
は
当
然
だ
が
、「
浅
電

を
守
る
」
た
め
に
法
定
協
議

会
の
設
置
の
考
え
は
。

町
長

主
体
で
あ
る
民
間
事

業
者
の
強
い
決
意
が
見
え
な

い
。
県
も
前
へ
出
て
い
な
い

の
で
働
き
か
け
た
い
。

何
よ
り
も
優
先
し
て
改
築
す
べ
き

早
い
時
期
に
建
設
し
た
い
町
長

清水 文雄 議員

多くの人に利用されているほのぼの湯

一
般
質
問

６
人
が
登
壇
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北
川

町
の
平
均
世
帯
所
得

と
国
保
税
の
割
合
は
、
４０
歳

代
の
所
得
１
０
０
万
円
で
１８

％
と
大
変
な
負
担
だ
。
赤
字

解
消
の
た
め
保
険
税
を
上
げ

れ
ば
、
払
え
な
い
方
が
さ
ら

に
増
え
る
。

国
保
法
で
は
、
特
別
な
理

由
に
よ
り
、
一
部
負
担
金
の

支
払
免
除
、
保
険
料
減
免
、

徴
収
の
猶
予
が
で
き
る
と

な
っ
て
い
る
。
町
の
条
例
を

改
正
せ
よ
。

町
民
福
祉
部
長

滞
納
の
要

因
は
、
被
保
険
者
の
保
険
税

納
付
意
識
の
低
下
や
近
年
の

景
気
の
低
迷
が
挙
げ
ら
れ
る
。

国
保
の
一
部
負
担
金
減
免

は
、
基
準
が
平
成
２２
年
度
中

に
国
か
ら
示
さ
れ
る
。
そ
の

後
、
減
免
基
準
を
作
成
す
る

予
定
。

保
険
税
の
減
免
措
置
は
、

財
源
の
裏
づ
け
が
な
く
、
他

の
被
保
険
者
の
保
険
税
の
引

上
げ
と
な
り
、
町
民
の
理
解

は
得
ら
れ
な
い
。

北
川

林
帯
遊
歩
道
、
鶴
小

前
、
室
地
区
県
道
沿
い
、
湖

西
か
ら
の
承
水
路
沿
い
草
刈

等
、
通
学
路
の
安
全
を
確
保

せ
よ
。

都
市
整
備
部
長

早
急
に
対

応
す
る
。
室
地
区
の
県
道
、

西
部
承
水
路
沿
い
道
路
は
津

幡
土
木
事
務
所
に
除
草
を
依

頼
。

北
川

子
宮
頸
が
ん
の
予
防

ワ
ク
チ
ン
に
、
町
独
自
の
助

成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
民
福
祉
部
長

国
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
動
向
と
財
政
状

況
を
踏
ま
え
、
今
後
、
助
成

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

北
川

常
設
で
気
楽
に
パ
ソ

コ
ン
利
用
を
援
助
す
る
体
制

づ
く
り
が
で
き
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

危

機
管
理
や
費
用
負
担
が
大
き

い
。
単
発
の
高
齢
者
向
け
教

室
は
職
員
で
開
催
可
能
。

基
本
水
量
１０
㎡
の

最
低
基
準
見
直
し
求
む

北
川

県
水
料
金
の
単
価
が

１
㎡
当
た
り
２０
円
引
き
下
げ

ら
れ
る
こ
と
を
受
け
、
７
月

使
用
分
よ
り
基
本
料
金
の
２

０
０
円
引
き
下
げ
、
超
過
料

金
を
１
㎡
当
た
り
１０
円
の
引

き
下
げ
案
が
出
さ
れ
て
い
る
。

町
の
基
本
水
量
以
下
の
世

帯
の
割
合
を
問
う
。

全
体
の
２５
％

推
移
を
み
て
検
討

町
長

平
成
２１
年
度
は
、
基

本
水
量
１０
㎡
以
内
の
世
帯
が

全
体
の
２５
％
で
あ
り
、
年
々

少
子
・
高
齢
化
が
進
み
、
ま

た
節
水
型
の
機
器
普
及
も
あ

り
、
だ
ん
だ
ん
使
用
水
量
は

少
な
く
な
っ
て
く
る
。

北
川

ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
々
の
負
担
軽
減
に
基
本
水

量
の
最
低
基
準
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。

町
長

今
後
、
推
移
を
み
て

基
本
水
量
の
見
直
し
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

国保条例を改正せよ
財源の裏づけがない 町民福祉部長

鶴ヶ丘小学校付近の危険箇所

水を大切に

北川 悦子 議員

一
般
質
問
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ありゃ～どうなったがいね～追跡追跡追跡
定例会での一般質問のゆくえ

健診受診率向上のため、21年度未受診者に
受診勧奨のダイレクトメールの発送や、モデル
地区を選定し勧奨説明会を開催した。今年度は、
全地区で説明会を開催し、未受診者への電話案
内や役場・医療機関窓口へ「健診を受けよう」
卓上のぼり旗の設置、マグネットシールを公用
車に張るなど特定健診のPR作戦を実施してい
る。

65歳以上の町民を対象に、生涯1度だけの
予防接種に対し、2千円の助成を昨年11月 20
日から開始した。
昨年度は436件の申請があり、今年度も受
け付けている。

医療制度改革の町の対応は
平成20年度から、町は保険者として加入
者の健診、保健指導等が義務化される。この
取り組みが将来の内灘町の住民の健康、医療
費、介護保険等に関し重要な責任を持つこと
になる。
この改革が町に与える影響とその取り組み
を問う。

【平成１９年６月議会 能村 憲治議員】

特定健診計画の策定をいそぐ実施に向けて検討する

肺炎球菌ワクチンを助成せよ
インフルエンザの重症化を防ぐため、肺炎
球菌ワクチンの投与が大変有効とされている。
1回の予防接種に6千 5百円かかるため、
多くの自治体でワクチンの公費助成をしてい
るが、当町でも早急に助成せよ。

【平成２１年９月議会 川口 正己議員】

健診は定期的に

答 弁

その後

答 弁

その後
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中
国
大
連
市
旅
順
口
区

を
訪
問

揺
る
ぎ
な
い
友
好
関
係
へ

５
月
２４
日
〜
２６
日

今
回
の
訪
間
は
、
本
年
２
月
３

日
に
旅
順
口
区
代
表
団
が
本
町
を

来
訪
さ
れ
、
友
好
交
流
の
協
議
に

関
す
る
基
本
合
意
書
を
町
と
取
り

交
わ
し
、
招
待
を

受
け
た
こ
と
に
加

え
、
旅
順
口
区
の

現
状
理
解
を
深
め
、

友
好
関
係
が
揺
る

ぎ
な
い
も
の
と
な

る
よ
う
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

実
際
に
旅
順
口

区
に
入
り
、
自
然

環
境
や
観
光
資
源

に
恵
ま
れ
た
土
地

柄
と
、
近
年
の
開

放
政
策
に
よ
る
目

覚
ま
し
い
発
展
を

目
の
当
た
り
に
し

ま
し
た
。

旅
順
口
区
政
府

は
、
交
流
の
重
点

課
題
と
し
て
、
教

育
、
観
光
、
環
境
を
掲
げ
、
教
育

で
は
、
大
連
医
科
大
学
を
中
心
と

し
た
学
園
都
市
と
し
て
、
観
光
で

は
風
光
明
媚
で
歴
史
遺
産
の
多
い

観
光
都
市
と
し
て
、
ま
た
環
境
に

配
慮
し
た
開
発
都
市
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
は
相
互
理
解
を
一
層
深
め

友
情
を
育
む
た
め
、
多
く
の
人
々

が
往
来
を
重
ね
る
人
的
交
流
が
推

進
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

交
流
を
深
め
る

八
田
外
茂
男
議
員
と
中
川
達
議

員
に
５
期
以
上
の
在
職
議
員
と
し

て
石
川
県
知
事
表
彰
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

清
水
文
雄
議
員
に
１１
年
以
上
の

在
職
議
員
と
し
て
石
川
県
町
村
議

会
議
長
会
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

能
村
憲
治
議
員
に
全
国
町
村
議

会
議
長
会
特
別
表
彰
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

３３
年年
ぶぶ
りり
のの
入入
賞賞

平
成
２１
年
４
月
発
行
の
議
会
だ

よ
り
９７
号
が
、
第
２４
回
町
村
議
会

広
報
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

を
果
た
し
ま
し
た
。

議会を傍聴しませんか
次の議会は９月に開催されます。
傍聴の受付は、当日の3階の
エレベーター横で行なっています。

議会事務局 TEL 286－6715

�町ホームページで、インターネット配信されています。

町議会Eメールアドレス gikai@town.uchinada.lg.jp
町ホームページ http : //www.town.uchinada.lg.jp

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
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自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
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振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
ととととととととととととととととととととととと
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献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献

議会録画をご覧下さい

近
代
化
が
進
む
旅
順
風
景
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編
集
編編
集集後

記
後後
記記

皆
さ
ん
に
歌
っ
て
も
ら
い
た
い

今
回
紹
介
す
る
人
は
、
ハ
マ

ナ
ス
の
安
田
孝
子
さ
ん
で
す
。

◆◆
アア
カカ
シシ
アア
ロロ
ママ
ンン
チチ
ッッ
クク
祭祭

のの
オオ
ーー
ププ
ニニ
ンン
ググ
にに
歌歌
わわ
れれ

たた
「「
内内
灘灘
海海
物物
語語
」」
感感
動動
しし

まま
しし
たた
。。
歌歌
のの
誕誕
生生
をを
おお
聞聞

かか
せせ
下下
ささ
いい
。。

○
こ
の
歌
は
、
１
９
９
２
年
第

７
回
国
民
文
化
祭
に
お
い
て

「
光
と
波
と
砂
丘
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
in
内
灘
」
を
テ
ー
マ

に
、「
海
の
う
た
全
国
作
曲

コ
ン
ク
ー
ル
」
が
内
灘
で
開

催
さ
れ
た
際
、
応
募
作
品
６

５
０
曲
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

も
の
で
す
。
指
導
者
の
片
岡

の
り
子
先
生
（
大
学
２
丁

目
）
が
、「
内
灘
女
声
コ
ー

ラ
ス
『
波
』
に
ぴ
っ
た
り
の

曲
。
機
会
あ
る
毎
に
『
波
』

か
ら
発
信
し
て
い
き
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
も
歌
っ
て
貰
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
」

と
選
ば
れ
た
曲
で
す
。

◆◆
内内
灘灘
にに
住住
んん
でで
何何
年年
にに
なな
りり

まま
すす
かか
。。

○
３０
年
に
な
り
ま
す
。
１４
年
間

宿
舎
に
住
み
、
そ
の
後
、
宅

地
開
発
さ
れ
た
ハ
マ
ナ
ス
に

家
を
建
て
た
の
で
す
が
、
防

風
林
、
防
砂
林
の
重
要
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。

◆◆
内内
灘灘
町町
のの
魅魅
力力
をを
おお
聞聞
かか
せせ

くく
だだ
ささ
いい
。。

○
毎
日
変
わ
る
海
の
色
と
日
本

海
に
沈
む
夕
日
は
素
晴
し
い

で
す
。
ま
た
町
が
狭
い
の
で

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て

い
て
生
活
し
易
い
と
思
い
ま

す
。
ご
み
の
個
別
収
集
は
と

て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

◆◆
議議
会会
をを
傍傍
聴聴
ささ
れれ
たた
ここ
とと
はは

ああ
りり
まま
すす
かか
。。

○
あ
り
ま
す
。
決
ま
り
き
っ
た

よ
う
な
質
疑
応
答
で
は
な
く
、

も
う
少
し
中
身
を
議
論
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

内
灘
の
将
来
を
見
据
え
た
議

論
も
お
願
い
し
ま
す
。

◆◆
町町
へへ
のの
要要
望望
はは
ああ
りり
まま
すす
かか
。。

○
内
灘
に
と
っ
て
、
浅
電
は
重

要
だ
と
思
う
の
で
守
っ
て
欲

し
い
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

北
川
悦
子

内
灘
海
物
語

（
う
ち
な
だ
マ
リ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
）

藤
吉
外
登
夫

作
詩

高
山

惇

作
曲

平
吉

毅
州

編
曲

ア
カ
シ
ア
の
花
の
香
り
が

街
空
に
漂
う
季
節

胸
の
中

新
し
い
空
気
で
洗
い

わ
た
し
は
大
人
に

昨
日
の
悔
い
は

水
色
の
貝
殻
に
入
れ

沖
に
流
す
の

朝
の
渚
で

だ
か
ら
こ
の
街
が
好
き

海
が
好
き

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
両
手
で
す
く
い

愛
す
る
人
に
贈
り
た
い

マ
リ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
内
灘

参
議
院
選
挙
が
終
わ
っ
た
。

結
果
は
、
昨
年
夏
に
政
権
交
代

を
果
た
し
与
党
と
な
っ
た
民
主

党
が
議
席
を
減
ら
し
、
野
党
自

民
党
が
議
席
を
伸
ば
し
、
み
ん

な
の
党
は
ゼ
ロ
か
ら
議
席
を
獲

得
し
た
。

こ
れ
は
、
過
去
や
未
来
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
そ
の
時
々
の
状
況

や
新
し
い
も
の
へ
と
目
を
向
け

る
有
権
者
意
識
か
？

来
春
は
、
統
一
自
治
体
選
挙

だ
。
地
域
住
民
と
最
も
密
着
し

た
地
方
政
治
の
在
り
方
が
決
め

ら
れ
る
大
事
な
選
挙
だ
。

う
ち
な
だ
議
会
だ
よ
り
は
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
を
受
賞

し
た
。
議
会
の
動
き
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
役
割
を
再
認
識

し
、
編
集
氏
は
、
紙
面
作
り
に

汗
を
流
す
。

〔
清
水
文
雄
〕

広
報
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長

北
川

悦
子

副
委
員
長

南

和
彦

委

員

清
水

文
雄

委

員

藤
井

良
信

委

員

生
田

勇
人
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